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１．研究の背景と目的                 
我が国は奈良時代注１）から数多くの温泉地が存在してお

り,温泉地には共同温泉と呼ばれる,周辺住民や自治会員

が日常的に運営・利用する温泉が存在する。これらは,地

域住民に加え観光客の利用も容認されている場合も多く, 
温泉観光の選択肢の一つとなっている。しかし,利用者数

の低下によって共同温泉は年々減少している 3）。 

源泉数・湧出量日本一の大分県別府市においても,共同

温泉は減少傾向注 2)にあり,住民生活・観光両面での存続の

ための要件を明らかにする必要があると考えられる。 

本研究では,大分県別府市にて近代から現代までの創

設・改築・廃業といった動向,立地の変遷を整理し,共同

温泉盛衰の特徴を明らかにする。また,現在の共同温泉の

立地分析により,共同温泉廃業のリスクが高まっているエ

リアを考察する。そして,本稿とその 2 より別府市共同温

泉の適正管理に向けた知見を得ることを目的とする。 

２．研究方法                               

文献の調査と現地調査から,別府市全域における,近代

から現代までの共同温泉の動向の変遷を,別府市の社会的

動向をもとに4期間に分ける。そして各期間の共同温泉の

創設,改築,廃業の動向の特徴と,立地の変遷の特徴を分析

する(3 章)。次に,現在の共同温泉の所有•運営主体別立地

や,用途地域,地区人口,共同温泉の立地密度から,共同温

泉の立地傾向と廃業リスクの高いエリアを考察する(4 章)。 

３．近世から現代の共同温泉の動向と立地変遷の特徴   

 10 年単位での共同

温泉の動向を図 1 に

示す注 3）。これをみる

と,おおよそ「期間

Ⅱ:創設が最も多い

期間」「期間Ⅲ:改築

が最も多い期間」

「期間Ⅰ: 期間Ⅱ,

Ⅲ以前の期間」「期間Ⅳ: 期間Ⅱ,Ⅲ以後の期間」と 4期間

に分けて変遷を捉えることができる。 

【期間Ⅰ:温泉行政の萌芽期】図 2 より,共同温泉の件数

(47 件)は他期間と比較して少ない。共同温泉の立地に着

目すると,他期間と比べ河川近辺に立地している傾向にあ

る。さらに図2中の鉄輪,別府,浜脇温泉地などに密集して

おり,偏った立地であった。これは合併以前で,それぞれ

の温泉地が独立した村であり,機械掘削注 4)もなかったため

である。 

【期間Ⅱ:温泉観光発展期】図 3 より,共同温泉が総数 121

件と飛躍的に増加しており,その立地も【期間Ⅰ】に完成

した主要な道路(図 2)に沿って増加しているとわかる。 

【期間Ⅲ: 温泉保護・国際観光期】図 4 より,別府駅北側

や,境川から春木川間の山手側,別府大学駅北西で共同温

泉の増加が見てとれる。国道などの主要な道路や線路な

どから外れて立地していることから,共同温泉が市街化の

拡大に伴い創設されているとわかる。 

【期間Ⅳ: 温泉観光質向上期】図 5 より,共同温泉の数が

115 件と【期間Ⅲ】の 152 件から減少している。特に,別

府駅周辺や鉄輪温泉地での,減少が顕著であり,いずれも

【期間Ⅰ】から共同温泉が密集していたエリアであるこ

とから,共同温泉が減少している期間と考えられる。 

４．用途地域と地区人口からみる共同温泉の特徴     

4 章では,共同温泉の立地特徴を明らかにするため,別府

市の用途地域と地区ごとの人口,高齢化率に着目し,共同

図 1 10 年ごとの共同温泉の動向 

図 2 【期間Ⅰ】の共同温泉の立地 図 3 【期間Ⅱ】の共同温泉の立地 

図 4 【期間Ⅲ】の共同温泉の立地 図 5 【期間Ⅳ】の共同温泉の立地 
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温泉の立地特徴を明

らかにする。現在の

別府市の所有•運営

主体別用途地域ごと

の共同温泉数を表 1

に示す注 5）。市有市

営の共同温泉は 19 

件,市有区営が 62 

件, 区有区営が 34 

件確認できた。市有市営は

商業地域に 13件(68.4%)と

最も多く立地している。ま

た観海寺温泉地を除く 7つ

の温泉地に 16 件立地して

おり,市有市営の共同温泉

は,観光客も利用しやすい

立地といえる。 

一方,区有区営は,第 1種

住居地域(12 件,34.3%)に

最も多く,住居専用地域な

ど,住居系の用途地域に多

く(34 件のうち 19 件)立地

している。つまり,市有市

営とは異なり主に地区住民

の日常的な利用を想定した

立地であることがわかる。 

また,市有区営に着目す

ると,商業地域に 32 件

(51.6%)と最多の立地数だ

が,区有区営と同様に 7 種

類の用途地域にも立地して

いる。そのため,観光客と

地域住民,どちらも受け入

れやすい立地となっている

と考えられる。 

このように,共同温泉には所有•運営主体別に異なった

立地傾向があり,それぞれ主だった利用者を想定して立地

し,結果として,別府市全域に共同温泉が立地しているこ

とがわかった。 

どの共同温泉も地区住民は日常的に利用しており,地区

人口は運営に重要な指標であると考えられる。そこで,地

区ごとの人口と,高齢化率から共同温泉の課題を分析する。

政府統計の総合窓口(e-stat)5)からの統計情報をもとに,

別府市の地区人口と共同温泉を図 6,地区ごとの高齢化率

と共同温泉を図 7 に示す。図 6 より,市有市営が立地する

浜脇・別府・鉄輪温泉地付近では,人口も１〜800 人(①

②)程度と少ない。そのため,住民の利用者の減少が考え

られる。別府市中央(境川

〜春木川)では,地区人口が

多く,高齢化率も低い値を

示しているにも関わらず, 

少数の市有区営・区有区営

のみ立地している。したが

って,比較的若い世代の共

同温泉需要は低いことも立

地から読み取れる。 

65 歳以上の人口と,共同

温泉のカーネル密度を用い

て,廃業のリスクを示した

ものを図 8 に示す。別府駅

周辺は,高齢者人口も 601〜

1000 人と多く,密度も 10.1〜30.0(件/㎢)と高い。そのた

め,別府市の共同温泉において,最も廃業のリスクが高い

エリアと予想される。また,比較的近年(3 章期間Ⅳ)に廃

業した共同温泉をプロットした(図 8,青点)。これをみる

と,別府温泉地北側を中心に,「廃業リスク高エリア」内

や近辺にあることが確認できる。つまり,「廃業リスク高

エリア」北側は既に廃業が進行し,エリアが縮小している

といえ,近年の廃業の少ない「廃業リスク高エリア」南部

は特に廃業リスクが高いと予想されることがわかった。 

５．総括                       

 本研究では,別府市共同温泉の動向,立地の変遷を 4つの

期間ごとに分析した。次に,所有•運営主体別立地や,用途

地域,地区人口,共同温泉の立地密度から,市有市営は観光

客が利用しやすい場所へ立地していると考えられた。一

方で, 区有区営は主に地区住民の日常的な利用を想定し

た立地であることがわかった。また,廃業リスクの高いエ

リアが存在することも明らかとなった。 

 今後,廃業のリスクの高いエリアにて,日常的な利用者

のためにどのように共同温泉を管理すべきか検討する必

要があると考える。 
【補注】 
注1） (参考文献1)内で豊後国風土記に温泉についての記述があり,（参考文献2）において出雲風土記に玉造温

泉の記述があったことが記載されている。 
注2） (参考文献4)より公衆浴場は減少傾向にあることが示されている。これに加え,別府市が1996年頃発行し

た別府温泉浴場マップに記載されている共同温泉のうち,少なくとも 12 件の共同温泉の閉鎖を現地調査

より確認し,新設は別府市コミュニティセンター併設の芝居の湯などの市有市営温泉のみあるため,減少傾

向にあるとした。 
注3）3章では文献調査で過去に別府市に存在していることが確認できた234件の共同温泉を対象としている。 
注4）1890年頃から村ごとに(朝見,浜脇を除く)上総掘りやボーリングが確認された。 
注5）4章では,前章で対象とした234件のうち,現地調査と文献調査から,2022年10月現在運営が確認できた(休

業含む)115件を調査対象とした。 
【参考文献】 
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2) 島根県 HP「昭和の残像」URL: https://www.pref.shimane.lg.jp/admin/seisaku/ 

koho/photo/180/11.html(2023 年 2月 13 日最終閲覧) 
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表 1 所有•運営主体別用途地域ごとの 

 共同温泉数 

図 6 地区ごとの人口 

図 7 地区ごとの高齢化率 

図 8 共同温泉のカーネル密度と 

 高齢者人口メッシュ 
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